
1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No.2900              第３５回例会   令和 5年 4月 25日（火） 

千葉興業銀行八日市場支店２階例会場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

匝瑳市議会議員 内山 隼人様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆さんこんにちは。出席お疲れ様です。 

 

東金自動車道から見える山並みは、新緑に変わ

り、少し前では、山桜がきれいに咲いていました

が、今は、むらさき色に咲く藤の花と白い花を付

ける栗の花が咲いていて、新しい生命のエネルギ

ーを感じる季節と成りました。 

 

昨日、お隣の多古町では、クラウドファンディン

グの支援でインターネットラジオ「たこみんＦ

Ｍ」が開局と成りました。立ち上げた方は八千代

市からの移住者でいくつかの市町村を調べた中で

多古町を選んだそうです。 

 

移住者と定住者の”仲良くなるきっかけ”をラジ

オという手段を使ってつなげたい、地域の魅力を

発信しながら交流をたくさん創って行きたいと言

っておりました。 
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 例会プログラム 

〇点   鐘         鈴木 英人会長 

〇ﾛｰﾀﾘｰｿﾝｸﾞ         「奉仕の理想」斉唱 

〇会長挨拶          鈴木 英人会長 

〇幹事報告          熱田 文彦幹事 

〇委員会報告 

〇卓   話         匝瑳市議会議員 

              内山 隼人様 

〇ニコニコ報告   

〇出席状況報告  

〇点   鐘         鈴木 英人会長  

 

会長挨拶  ・・・鈴木 英人会長 

本日のお客様 
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ＦＭなので早速ラジオを付けて周波数 88.5ＭＨ

ｚに合わせたのですが電波の届く距離はわずか 3

メートルぐらいだそうで、インターネットを繋ぐ

とか聴き逃しても YouTubeや podcastで聴けるそ

うです。 

これからどんな情報を提供してくれるのか楽しみ

にしています。 

（ちなみに昨日はクワタ種苗の幸島さんでし

た。） 

 

新型コロナウィルス感染症で世界中の人が動かな

い・動けない。誰もが経験した事のない不確実な

時代を乗り越えた先にある「新しい生活様式」や

「環境」「社会」をロータリークラブの中で創造

してみる事も楽しいと思います。 

会長挨拶は以上です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.例会場及び時間の変更  

＊銚子東ロータリークラブ 

5 月 2 日（火）は定款により休会となります。 

5月 30日（火）は夜間移動例会のため点鐘 18：

30、場所は銚子プラザホテルとなります。 

 

2.会報受領クラブ名  

＊本日はございません。 

 

3.週報礼状  

＊PG 白鳥政孝様 PG 土屋亮平様より 

届いております。 

 

4.その他 

◇本日も希望の風をまわしております。ご協力

お願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＊本日はございません。 

 

 

 

 匝瑳市議会議員 内山 隼人様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆さんこんにちは。4年前に匝瑳市に移住してき

ました内山と申します。元々は新潟県の長岡市出

身で、ずっと東京に住んでいました。匝瑳市には

縁もゆかりもなく、親類が住んでいるわけでもな

く、移住地を探していて匝瑳市に決めました。本

日は移住に至るまでのお話をさせていただければ

と思います。宜しくお願い致します。 

 

現在は匝瑳市の市議会議員をやらせていただいて

いますが、東京にいたころは「WORLD ORDER」と

いうダンスパフォーマンスグループに所属してい

ました。元格闘家で現在、参議院議員をされてい

る須藤元気さんが起ち上げたグループです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スーツを着てロボットを主体としたダンスで、い

わゆる外国人から見た昔の日本人のイメージとい

ったスーツを着て、ペコペコお辞儀をしてという

パフォーマンスをしていました。WORLD ORDERと

は世界の注文ではなく、「世界秩序」という意味

があります。今までで世界 10か国ほどでミュー

ジックビデオを作ってきました。メキシコのピラ

ミッドの前やホワイトハウスの前でも撮影をしま

した。各作品、色々なメッセージが込められてい

幹事報告  ・・・熱田 文彦幹事 

委員会報告 

 

卓 話 
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ます。YouTubeで検索するとたくさん作品がでて

きますのでぜひご覧ください。 

 

京浜工業地帯で「MACHINE CVILIZATION（機械文

明）」を撮影をして（上の写真）編集をしている

最中に 2011年 3月、東日本大震災が発生しまし

た。共時性というんですけれども、このような思

いと世の中の出来事が同じタイミングで起きて

WORLD ORDERのメンバーにとってすごく衝撃的な

出来事でした。この作品をきっかけにロサンゼル

スで行われたマイクロソフトのカンファレンスで

パフォーマンスをさせていただきました。「LAST 

DANCE」という曲のミュージックビデオは原発の

前で撮影をしました。 

 

東京で東日本大震災を体験し、電気と食べ物がど

んどん無くなっていき、お金はあるのに食べ物が

買えず電気もありませんでした。そのような生活

の中で「減速して生きる（ダウンシフターズ）」

という本に出会いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今匝瑳に完全に移住しましたが、元々池袋でオー

ガニックバーをしていた高坂勝さんが書いた本で

す。内容は特に東京ですが、暮らしていくことに

とてもお金が必要になります。家賃もたくさんか

かりますし、食べるものもすべてお金が必要で

す。しかも高い。お金を稼ぐためにもっと働かな

くてはならない。お金を稼ぐことに毎日追われま

す。とても疲弊している人が都会には多いです。

その中で例えば自分が食べるものだけでも自分で

作ればその分お金を稼ぐ必要がないんじゃない

か。その余った時間で自分の好きなことをする暮

らしをできるんじゃないかという事を提案してく

れている内容です。高坂さんが「匝瑳プロジェク

ト」という団体を起ち上げて匝瑳市の豊和小学校

の裏手の谷津田の田んぼでお米作りを教えてくれ

るという事で東京から通いお米作りをしました。

都会というのはノイズが多くて耳から入るノイズ

と目から入るノイズ、情報があふれていて脳も本

当に疲れます。毎回匝瑳の田んぼに通い、田んぼ

に来るとそのノイズがピタッと収まるんですね。

脳も休まり、静かな空間でカエルの声が聞こえて

きて、カエルの声は耳からではなく直接脳に響く

ような中で田植えをやるというのは一種の瞑想体

験のような時間でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

米作りを経験することで生きていく自信になりま

した。東京でも家庭菜園で野菜を作ったりはして

いましたが、主食を作るという喜びと安心感が強

くてその時には匝瑳に移住というのはまだ決めて

いませんでしたが、どこか地方に移住したいと思

いがありました。それから数年間、自分がどこに

住むべきかを探していましたがふとまた匝瑳が浮

かんできました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これは高坂さんが古民家再生ワークショップを開

いて家の傾きを直しているところです。家の傾き

を直すのはすごい大掛かりな機械を使って直すの

かと思いきや、油圧式ジャッキを使って少しづつ

上げて直すといった凄いアナログなやり方でみん

なで力を合わせてやりました。他にもいろいろな

作業があったんですが、どれも楽しくて、お昼ご

飯に食べたのが高坂さんが作ったお米、しょう

ゆ、みそも手作り、あとはおすそ分けでいただい
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た野菜と卵、本当にシンプルな味付けでしたがど

れもおいしくて「生きるってこういうことだ」と

感じました。そして家の傾きまで直す、ここに集

まる人の生きる力強さを感じ、この日に高坂さん

に「空き家ってないでしょうか」と聞いたところ

1軒あると言われてそのままその日に見に行き、

東京に帰り妻に相談し、半年後に匝瑳に移住して

きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

色々あって今はこの家ではなく、2軒目の家に住

んでいるんですが、憧れだった古民家での暮らし

が実現してしまいました。うれしい匝瑳ライフが

始まりました。 

 

匝瑳を選んだ理由が 3つあり、一つはソーラーシ

ェアリングがあるという事です。飯塚地区でやっ

ているんですが、やはり東京で東日本大震災を体

験した時に、遠くで多くのエネルギーを作って各

地に送るというような他に頼る不安さというので

しょうか、そのシステム自体に僕は不安を持って

いたので、地域でエネルギーを作っているという

のが凄く大事だと感じていたのですごくビビっと

きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ソーラーの下で作物も作っていて、僕は移住後に

そこで働かせていただきました。無農薬でやって

います。今、不耕起栽培の実証実験を行っていま

して、不耕起栽培の研究をしている福島大学、茨

城大学の教授の方に協力をしていただきながら、

アウトドアブランドのパタゴニアも協力して実験

しながらやっています。 

 

2つ目は学びの場がある。ということです。DIY

をやりたいがやり方がわからないという時には、

やり方がわかる人に知識をシェアしてもらい、廃

材ですとかあるもので DIYをしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これは土間を板の間にしようとしているところで

す。みんなの力を合わせて、プロのような技術に

は及びませんが、力を合わせて作るということに

喜びを感じています。 

 

2019年の台風で 1軒目の家がだいぶ被害を受

け、元々登山が好きで山に住みたいという思いも

あり、空き家を探していたところ現在住んでいる

2軒目の家に出会いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この物件が 20年くらい人が住んでいなかったの

でもうボロボロで朽ちていました。学んだ DIYを

活かして自分で補修していきました。今も補修中

でプロの方と比べるとお恥ずかしいですが、自分

の住むところなので完璧じゃなくていいと思いな

がらやっています。廃材で天井も張り替えまし

た。 
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元々電気が通っていた家ではありますが、電線が

切れてしまっていて、外の電柱まで距離があり、

引き込み柱が必要とのことで、見積もりしてもら

ったら 20万～30万かかると言われました。金銭

的な余裕もなかったのでいろいろ悩んでいたとこ

ろ、柱が落ちていたんです。持ち主を探して交渉

したら持っていっていいと言っていただき、タダ

でいただきました。柱を立てる仕事をやったこと

のある方がいて、協力してもらいながら 3人で立

てました。 

あとは、ソーラーシェアリングで発電効率の落ち

てしまった太陽光パネルがあり、仲間でワークシ

ョップを開き、少しでもいいから自分の家で発電

をして電気を作ろうという事で線の繋ぎ方や基礎

的な知識を学びました。もらってきたパネルで自

宅に設置しました。蓄電池で洗濯機を動かした

り、井戸水のポンプを動かしたり、携帯の充電も

もちろんできます。冷蔵庫も動かせることは動か

せるんですが、24時間動くものなのでさすがに

賄いきれないので災害時は諦めることになりま

す。夢はオフグリッドで少しだけでも電気を受給

するということが安心につながっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それから田舎ならではの巻き割りですとか、藍染

め、藍染めは藍を育てている人がいますので藍を

取ることから、煮出すところから藍染めをしま

す。それからスーパーの精肉のコーナーに毎日肉

が無くなることなく並ぶという事に東京にいたこ

ろから疑問を持ってまして、お肉を自分で捕りた

いという思いがあり、猟師免許をこちらに移住す

るタイミングで取り、今匝瑳市周辺では鴨ですと

か雉を捕っています。食卓を賄うほどは捕れませ

んけれども猟友会に入っていますと先輩の方々が

捕れすぎたとお裾分けでイノシシの肉をもらった

りします。とても助かっています。 

 

木積の伝統技術「箕づくり」を体験したりしてい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大地の再生という技術もあります。土というのは

水や空気が循環していますが、コンクリートの基

礎のところではそれが滞ってしまいグズグズした

り、植物が育ちにくかったりします。その滞りを

無くすような技術も学びました。竹林の竹で炭を

作り、土に混ぜることで竹は多孔質なので空気が

通るので使っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これは我が家の脇の竹林で、物凄かったので仲間

に協力してもらいきれいにしました。良く通ると

ころでしたので雰囲気が悪く気になっていまし

た。今はとても良い雰囲気になっています。 

 

匝瑳市に決めた 3つ目はコミュニティの強さで

す。助け合いが凄く、匝瑳プロジェクトに集う仲

間たちは色々な知恵を共有しあいながら作業をし

ています。東京から通われている方もかなりいま

すが、皆さん黙々と作業をしています。 
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これは家の娘なんですが、泥や土に触れると免疫

力が付きます。東京ですとこのようなことが気軽

に出来ないんですが、身近にこのような場がある

というのは助かっています。妻はパンが好きなん

ですが天然酵母のパンを探しても中々無いので今

はパンを作り始めました。ファッションも好きで

自分の服や子供の服も作り始めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私の住んでいる集落は勾配が結構あるんですが子

供が楽しそうに走り回っています。足腰が強くな

る子になるんじゃないかと期待をしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これは娘の 2歳の誕生日に仲間がサプライズでお

祝いをしてくれたところです。ギターや鍵盤ハー

モニカで演奏をしてくれました。匝瑳には何もな

いと良く皆さんおっしゃいますが、何もないとい

うことが良さの 1つでもあります。人ごみの海水

浴ではなく、だれもいない海を楽しめたりだと

か、空が広いなと感じます。東京はたまに行く分

には良いのですが、住んでいるととても疲れま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

谷津田の風景は本当に美しく里山の風景だなと思

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このコンバインは脱穀をするだけになっているん

ですが中古のものを譲り受けて使っています。お

金を出して買わなければいけない世の中ですが、

物はたくさんあふれていて、好きな言葉で「奪い

合えば足らぬ、分かちあれば余る」という言葉が

あります。それそれが持っている資源でシェアし

ながら生きていくという安心感を匝瑳に感じ、娘

が生きていく環境としても良い環境だと思い匝瑳

に移住してきました。以上になります。 

ありがとうございました。 
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今日はありがとうございました。身の回りにある

ものは当たり前だと思っていたのですが、外から

改めて説明をしていただくと見え方が変わってき

ます。じゃあやりたいかと言われるとやはり便利

さを選んでしまいます。現在は八辺にお住まいと

のことで八辺は本当に自然が豊かです。将来子ど

もたちが「自分のふるさとは匝瑳だ」と言ってく

れるといいなと思います。ぜひ東京を中心に匝瑳

市を PRしていただきたいと思います。今日は本

当にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇平野 正憲君 内山議員本日は卓話ありがとう

ございます 

◇林  咲江君 お弁当をいただいて 

◇鈴木 英人君 出席ご苦労さまです 

◇川口 京子君 内山様本日はありがとうござい

ます 

◇伊藤 眞帆君 内山様本日はありがとうござい

ます 

 

１２，０００円 

累 計 ５９０，０００円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎出席免除者数 5名 

 

〇点  鐘  鈴木 英人会長 

 

     お弁当       にぶんのいち 

 

 

 

 

項 目 会員総数 出席数 出席率％ 

本日 

4/25 

 

37名 

 

20 名 

 

60.2％ 

前回 

4/11 

 

37名 

 

22 名 

 

61.1％ 

謝 辞 ・・・鈴木英人会長 ニコニコボックス報告 ・・・大久保要治 

親睦委員 

出席状況報告  ・・・斎田 忠出席委員 
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第8グループ 


